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現
在
、
牛
乳
パ
ッ
ク
（
一
・

五
　
や
一
　
）
約
一
万
四
千
個

を
毎
日
阪
神
間
へ
配
送
し
て
い

ま
す
。
明
石
海
峡
大
橋
の
完
成

で
、
フ
ェ
リ
ー
の
欠
航
や
時
間

待
ち
の
心
配
も
な
く
な
り
、
便

利
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
短
縮

が
図
れ
る
分
、
納
品
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
製
造
で
き
新
鮮
な
製
品
を

配
送
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
た
だ
通
行
料
が
高
い
た
め
、

帰
り
に
は
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
�

■
橋
が
架
か
っ
て
欠
航
も�

 

な
く
な
り
時
間
も
短
縮�

�

洲本酪農  真浦英次さん�

明
石
海
峡
大
橋
完
成
か
ら

明
石
海
峡
大
橋
完
成
か
ら
3
年�
明
石
海
峡
大
橋
完
成
か
ら

明
石
海
峡
大
橋
完
成
か
ら
3
年�
明
石
海
峡
大
橋
完
成
か
ら
3
年�

神
戸
や
明
石
、
徳
島
へ
と
交
流
が
広
が
っ
て
い
ま
す�

明
石
海
峡
大
橋
と
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動

車
道
が
開
通
し
て
、
丸
三
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
大
橋
の
完
成
に
よ
り
本
州
と

陸
続
き
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
戸
や

明
石
、
徳
島
な
ど
と
の
交
流
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。�

ま
た
、
こ
れ
ま
で
島
外
へ
の
足
と
し
て

利
用
し
て
き
た
海
上
航
路
は
、
ほ
と
ん

ど
が
廃
止
や
縮
小
さ
れ
、
高
速
バ
ス
な

ど
陸
上
交
通
が
交
通
機
関
の
主
役
と
な

り
ま
し
た
。�

リ
ッ�

ト
ル�

リ
ッ�

ト
ル�



 
明
石
海
峡
大
橋
は
平
成
十
年

四
月
五
日
開
通
、
年
度
ご
と
の

交
通
量
は
、
十
年
度
・
九
百
二

十
三
万
七
千
九
百
二
十
七
台
、

十
一
年
度
・
八
百
三
十
六
万
八

千
三
百
十
六
台
、
十
二
年
度
・

九
百
八
万
九
千
三
十
六
台
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
交
通
量
は
、

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
開
通

前
の
計
画
交
通
量
に
比
べ
る
と

や
や
少
な
い
も
の
の
、
世
界
最

長
の
つ
り
橋
、
明
石
海
峡
大
橋

（
全
長
三
千
九
百
十
一
　
）
は

観
光
資
源
と
な
り
、
国
内
外
か

ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
ほ

か
、
淡
路
島
か
ら
大
橋
を
利
用

し
て
神
戸
・
阪
神
地
域
に
通
勤
、

通
学
す
る
人
が
増
え
る
な
ど
生

活
道
路
と
し
て
も
根
づ
い
て
い

ま
す
。
�

　
明
石
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、

淡
路
島
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
徳
島
の
三
局
間
で

自
主
制
作
番
組
の
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。
名
前
を
「
海
峡
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
呼
び
、
明
石

の
番
組
を
洲
本
、
徳
島
で
放
送

し
て
い
た
だ
き
、
明
石
で
は
、

洲
本
、
徳
島
の
番
組
を
放
送
し

て
い
ま
す
。
�

　
視
聴
者
か
ら
の
ご
意
見
で
は
、

明
石
市
に
嫁
が
れ
た
人
や
実
家

が
洲
本
の
視
聴
者
か
ら
「
地
上

波
で
は
見
る
こ
と
が
少
な
い
ふ

る
さ
と
の
き
め
細
か
な
様
子
が

よ
く
分
か
る
」
と
か
、
一
般
視

聴
者
か
ら
「
近
隣
の
情
報
が
手

軽
な
レ
ジ
ャ
ー
の
参
考
に
な

る
」
な
ど
と
う
れ
し
い
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
�

　
明
石
海
峡
大
橋
開
通
に
よ
っ
て
、

人
、
も
の
、
情
報
の
一
層
の
交
流

が
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
。
� 明石ケーブルテレビ�

編成制作部  梶原龍尚さん�
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明
石
海
峡
大
橋
の
完
成
に
よ

っ
て
、
淡
路
島
を
取
り
巻
く
交

通
体
系
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
洲
本
か
ら
島
外
へ
の
海
上

交
通
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た

洲
本
〜
神
戸
、
洲
本
〜
関
空
経

由
大
阪
港
航
路
が
平
成
十
年
四

月
六
日
で
全
線
廃
止
（
洲
本
〜

関
空
航
路
は
本
年
四
月
一
日
か

ら
洲
本
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
と
し
て

復
活
）
と
な
り
ま
し
た
。
�

 
海
上
交
通
に
代
わ
り
陸
上
交

通
が
交
通
機
関
の
主
役
と
な
り
、

本
市
で
も
新
し
い
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
洲
本
バ

ス
セ
ン
タ
ー
が
平
成
十
一
年
四

月
完
成
、
淡
路
島
と
京
阪
神
を

結
ぶ
陸
上
交
通
の
拠
点
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

■
高
速
バ
ス
へ
の�

　
　
　
　
　
　時
代
へ�

�

■
洲
本
の
番
組
を
明
石
で�

　
　
放
送
し
て
い
ま
す�

�

 
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
に
よ

り
陸
続
き
と
な
っ
た
神
戸
、
洲

本
、
徳
島
の
三
市
に
よ
る
「
神

戸
・
洲
本
・
徳
島
都
市
交
流
懇

話
会
」
が
平
成
九
年
八
月
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
連
携
の
第
一

歩
と
し
て
、「
相
互
応
援
協
定
」�

が
結
ば
れ
た
ほ
か
、
地
元
住
民

の
交
流
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
橋
で
つ
な
ぐ
海
道
１
０
０
㌔

ふ
れ
愛
交
流
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
三
市
の
小
学
生
な
ど
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
�

 
ま
た
、
淡
路
島
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
で
も
、
昨
年
八
月
か
ら
明
石

市
、
徳
島
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
と
、
今
年
一
月
か
ら
は
神
戸

市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
も
交

流
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
制
作

し
た
番
組
の
交
換
放
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。
�

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ�

　
　番
組
を
交
換
放
送�

�

明石海峡大橋開通で子供たちの友情も深まっています。3月11日、
本市で行われたウォークラリーに垂水子ども会連合会の皆さん
が参加（写真上）。また、徳島市の小学生が「こども広報とく
しま」取材のため、三熊山を訪れるなどしています。（平成9年、
写真下）�

メ
ー�

ト
ル�
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広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝� 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

 
明
石
海
峡
大
橋
が
開
通
し
て
、

次
に
注
目
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
和
歌
山
市
と
洲
本
市

の
間
約
四
十
㌔
を
結
ぶ
紀
淡
連

絡
道
路
構
想
で
す
。
海
峡
部
は

約
十
一
㌔
で
、
架
橋
の
場
合
は

中
央
支
間
長
が
二
千
　
以
上
と

な
り
、
明
石
海
峡
大
橋
を
超
え

る
世
界
一
の
つ
り
橋
と
な
り
ま

す
。
紀
淡
連
絡
道
路
が
完
成
す

れ
ば
、
大
阪
湾
環
状
道
路
が
形

成
さ
れ
、
約
二
時
間
で
一
周
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

洲
本
市
に
と
っ
て
は
直
接
、
橋

が
架
か
り
道
路
が
市
内
を
通
る

な
ど
、
明
石
海
峡
大
橋
以
上
の

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

 
総
事
業
費
は
明
石
海
峡
大
橋

を
上
回
る
と
見
ら
れ
、
公
共
事

業
に
対
す
る
見
直
し
が
行
わ
れ

る
中
、
実
現
に
向
け
て
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
受
け
、
島
内
一
市
十

町
や
和
歌
山
、
大
阪
な
ど
で
は

国
へ
の
要
望
活
動
や
啓
発
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
�

 
明
石
海
峡
大
橋
の
完
成
に
よ

っ
て
淡
路
島
は
島
と
し
て
の
歴

史
を
閉
じ
、
高
速
バ
ス
や
自
動

車
が
交
通
手
段
の
主
役
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

淡
路
の
経
済
や
観
光
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
し
た
の
が
、

航
路
や
鉄
道
で
し
た
。
�

���　
洲
本
港
か
ら
大
阪
、
兵
庫
行

き
の
定
期
汽
船
が
就
航
し
た
の

は
明
治
十
三
年
五
月
か
ら
で
す
。

第
一
淡
路
丸
と
い
う
蒸
気
船
が

東
浦
港
な
ど
を
経
由
し
て
兵
庫
、

大
阪
へ
の
航
海
を
開
始
し
ま
し

た
。
昭
和
に
入
る
と
デ
ィ
ー
ゼ

ル
船
が
建
造
さ
れ
、
大
阪
〜
洲

本
間
を
二
時
間
十
分
で
航
行
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
洲
本

の
観
光
の
発
展
は
航
路
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
、
直
行
便
が

洲
本
を
出
港
す
る
時
は
、
各
旅

館
か
ら
番
頭
さ
ん
、
仲
居
さ
ん

が
お
客
を
港
ま
で
送
り
出
し
、

五
色
の
テ
ー
プ
を
張
っ
て
別
れ

を
惜
し
み
ま
し
た
。
�

��� 
淡
路
で
は
大
正
十
一
年
十
一

月
、
洲
本
口
（
宇
山
）
〜
市
村

（
三
原
町
）
間
十
六
㌔
で
、
初

め
て
鉄
道
が
営
業
運
転
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
正
十
二
年

十
一
月
に
市
村
〜
賀
集
間
二
・
�

七
㌔
、
大
正
十
四
年
五
月
洲
本

口
〜
洲
本
間
一
・
一
㌔
、
同
年

六
月
、
賀
集
〜
福
良
間
三
・
六

㌔
が
完
成
、
全
線
が
開
通
し
ま

し
た
。
�

　
昭
和
二
十
三
年
二
月
に
電
化

が
完
成
、
電
車
が
走
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ
か

ら
は
自
動
車
が
普
及
し
、
経
営

が
悪
化
、
昭
和
四
十
一
年
九
月

廃
線
と
な
り
ま
し
た
。
�

港にはドラマがありました。昭和28年、春の選抜野球大�
会で全国優勝したナインを迎える人で賑わう洲本港。�

淡路の発展に大きな役割を果たした鉄道も昭和41年9月、�
島民に惜しまれながら廃線となりました。�

鉄
 
 
道
�

航
 
 
路
�

明石海峡大橋明石海峡大橋�明石海峡大橋�

阪神高速湾岸線�

関西国際空港�

京奈和自動車道�

阪和自動車道�
淡路島淡路島�淡路島�

神戸淡路�
鳴門自動車道�
�

紀淡連絡道路�

メ
ー�

ト
ル�
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�
洲
本
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
（
洲
本

〜
関
空
航
路
）
に
新
造
船
「
パ

ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
２
」
が
四
月
二

十
六
日
、
就
航
し
ま
し
た
。
�

�
「
パ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
２
」
は
、

定
員
百
二
十
人
、
全
長
二
十
六
・

五
　
、幅
六
・
二
　
、
総
㌧
数
七

十
四
㌧
。パ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
２

の
就
航
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
一

日
六
便
か
ら
七
便
に
増
便
、
航

海
時
間
も
約
八
分
短
縮
さ
れ
、

四
十
八
分
（
直
行
便
）
で
結
ば

れ
ま
す
。
ま
た
、
身
障
者
に
も

配
慮
し
た
構
造
と
な
っ
て
お
り
、

入
り
口
や
通
路
が
広
く
、
身
障

者
用
ト
イ
レ
な
ど
、
車
い
す
で

も
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
�

�
パ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
２
の
就
航
�

に
当
た
っ
て
午
前
六
時
十
分
か

ら
、
関
係
者
が
集
ま
り
洲
本
港

桟
橋
で
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
、

午
前
八
時
五
十
五
分
発
の
第
二

便
に
は
、
招
待
さ
れ
た
身
障
者

九
人
と
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
一
人

が
乗
船
し
て
、
大
阪
湾
の
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
�

�

�� 
船
内
に
入
る
タ
ラ
ッ
プ
が
少
し

急
傾
斜
で
し
た
が
、
乗
務
員
の
皆

さ
ん
が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ト

イ
レ
も
広
く
て
使
い
や
す
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
何
回
か
海
外
旅
行
は

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
所
か
ら
、
こ
ん
な

身
障
者
に
も
対
応
し
た
空
港
行
き

の
船
が
で
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
世
界
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
�

杉原さんは車いすで乗船�

関空まで海上４８分。世界が身近に。�

パールブライト２の第1便に乗船する皆さん（４月２６日）�

広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

洲
本
〜
関
空
航
路
 
 
 
 
 
 
に
�

お問い合わせは�
洲本パールライン 123―1444に�
ご連絡ください。�

運航時刻表�

上り�

洲本港発�津名港着�津名港発�関空着� 関空発�津名港着�津名港発�洲本港着�

下り�

便�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

6：50�

8：55�

11：15�

13：35�

15：40�

17：50�

20：00�

�

9：13�

�

�

9：17�

�

7：39�

10：00�

12：04�

14：24�

16：29�

18：39�

20：50�

7：47�

10：15�

12：20�

14：34�

16：40�

18：48�

21：00�

�

�

�

�

�

19：30�

�

�

�

�

�

�

19：33�

�

8：35�

11：03�

13：08�

15：22�

17：28�

19：51�

21：48�

１
日
７
往
復
�

１
日
７
往
復
�

■
パ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
２�

　
に
乗
船
し
て�

杉
原
佐
武
郎
さ
ん（
安
乎
町
 
７４
歳
）�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�
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�
教
育
や
産
業
、
地
方
自
治
な

ど
の
分
野
で
優
れ
た
業
績
を
重

ね
、
地
域
に
貢
献
し
た
人
を
た

た
え
る
春
の
褒
章
の
受
章
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。
�

�
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
�

��������� 
昭
和
四
十
七
年
か
ら
二
十
九

年
間
、
保
護
司
を
務
め
ら
れ
、

現
在
も
現
役
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
洲
本
保
護
司
会

長
も
一
年
間
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
�

�
保
護
司
は
、
仮
出
所
者
や
執

行
猶
予
の
保
護
観
察
者
、
仮
退

院
、
保
護
観
察
処
分
の
少
年
を

社
会
復
帰
さ
せ
る
た
め
に
指
導

や
助
言
を
行
う
も
の
で
、
浜
さ

ん
は
こ
れ
ま
で
、
少
年
か
ら
大

人
ま
で
約
八
十
人
の
保
護
観
察
、

更
生
保
護
を
指
導
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
�

　
平
成
十
八
年
に
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
国
民
体
育
大
会

兵
庫
大
会
で
、洲
本
市
は
「
成

年
女
子
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」

の
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

体
育
館
建
設
や
諸
準
備
の
た
め
、

五
月
一
日
、「
国
体
準
備
室
」
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。�

�
洲
本
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
五
月
か
ら
土
、

日
曜
日
や
祝
日
も
、
住
民
票
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

本
を
発
行
す
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

内
全
域
の
人
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
と
昨
年
、
新
村
に
完
成

し
た
「
大
野
陽
だ
ま
り
館
」
で

も
、
住
民
票
な
ど
の
交
付
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
時
間

な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
�

�
な
お
、
出
生
届
や
死
亡
届
、

婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
関
係
の
届

出
受
付
業
務
は
、
従
来
ど
お
り

市
役
所
の
宿
日
直
の
担
当
者
が

行
い
ま
す
。
�

�
洲
本
市
・
津
名
郡
六
町
が
合

併
に
つ
い
て
研
究
す
る
「
津
名

郡
・
洲
本
市
合
併
研
究
会
」

（
会
長
上
田
弘
・
一
宮
町
長
）

が
四
月
に
発
足
、
四
月
二
十
三

日
、
初
会
合
が
津
名
町
で
行
わ

れ
、
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
事
業
計

画
で
は
、
各
市
町
か
ら
職
員
一

人
づ
つ
を
出
し
、
行
政
、
財
政
、

企
画
、
福
祉
な
ど
分
野
別
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
す

る
ほ
か
、
研
究
会
だ
よ
り
を
二

か
月
に
一
回
発
行
し
て
住
民
Ｐ

Ｒ
に
務
め
る
ほ
か
、
説
明
会
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
も
検
討
し

て
い
ま
す
。
�

�
津
名
郡
六
町
に
つ
い
て
は
、

昨
年
四
月
に
「
津
名
郡
合
併
研

究
会
」
が
発
足
、
五
色
町
な
ど

か
ら
洲
本
市
を
協
議
に
加
え
る

よ
う
要
望
も
あ
り
、「
津
名
郡
・

洲
本
市
合
併
研
究
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
�

�
ま
た
、
三
原
郡
四
町
で
も
任
意

の
合
併
協
議
会
が
今
年
四
月
一
日

に
設
立
さ
れ
、
合
併
に
向
け
て
の

協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

土
、日
、祝
日
も
住
民
票
な
ど
を
発
行
し
ま
す�

�浜  喜七  さん�
�（海岸通  ７７歳）�

藍
綬
褒
章
�

�◆ 発行するもの�　　住民票  　印鑑登録証明書  　戸籍（現）謄抄本�

�◆ 利　用　時　間�

※�原戸籍、除籍、身分証明書、戸籍附票などの交付業務や住民異動の届出、
　印鑑登録の受付業務は取扱いできませんので、ご注意ください。　�

※�どちらとも、１２月２９日から翌年の１月３日までは、この業務は行いません。�

「大野陽だまり館」でも住民票などを発行
しています。�

住民票� 印鑑登録�
証明書�

戸籍�

市役所本庁舎�
由良支所�

大野陽だまり館�

市
役
所
・
由
良
支
所�

市
役
所
・
由
良
支
所�

大
野
陽
だ
ま
り
館�

大
野
陽
だ
ま
り
館�

で�

　土曜日、日曜日、祝日
　の午前９時～正午�

　火曜日～金曜日�
　（祝日を除く）�
　の午前９時～午後４時�
　土曜日、日曜日、祝日
　の午前９時～正午�

津
名
郡
・
洲
本
市
合
併
研
究
会�

ス
タ
ー
ト�

津
名
郡
・
洲
本
市
合
併
研
究
会�

ス
タ
ー
ト�

国
体
準
備
室
を
開
設
し
ま
し
た�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�



�
�
�
 平岡農園、ぴいたあパン、ロンドン洲本店、井戸文、
宝扇商事駅前店、ジャスコ洲本店、リベラル洲本店、
小谷酒販、富士スタヂオ、新屋石油洲本店、成錦堂
書店、中野石油店、西住スポーツ、ジーンズショッ
プキャンサス、エンケ薬局、淡路文化史料館、ニシ
キノ建築設計事務所、らんコベニ、長手長栄堂、北
京大浜店、柳幼稚園、第一幼稚園、洲本保育所、洲
本幼稚園、洲本郵便局、淡路島国際ホテルアレックス、
洲本市立図書館、関西電力、洲本市総合福祉会館�
�
�
 日の出農協洲本支店、川牧場、由良町漁業協同組合
連合会、炭焼き（柏原山系）、キャベツ畑、なだ市、
Ｓａｎａあわじ、バイキングＡＵＮ、御食国、小森
石油、日石宝扇洲本インター、ローソン緑町山添店、
ファミリーマート大野店・桑間店、マルヨシセンタ
ー洲本店、１００円ショップダイソージャスコ店・
下加茂店、Ｆクオーレ、田中種苗、原田ナーセリー、
マクドナルドジャスコ店・洲本インター店、モスバ
ーガー洲本インター店、フィッシングたかはし、Ｃ
ｈａｒｌｅｙ、坂本文昌堂、ブックポート、シティ
オ物部店、ＳＥＡＤ、おしゃれ作戦、サン美容室、
アミティー、ゆり美容室、ホテルニューアワジ、海
月館、洲本郵便局、洲本市立図書館、三洋電機（株）
ソフトエナジーカンパニー、日洋堂、洋菓子の店タ
カタ、（株）阪神測建洲本支店、クロネコヤマト、

杉村動物クリニック、立花動物病院、岸本久美子（ト
リマー）、大野保育所、大野幼稚園、加茂幼稚園、
第三幼稚園、千草保育所、洲本保育園、洲本第三小
学校、加茂小学校、大野小学校、円平陶苑、中山玄
二郎（陶芸）、せんけい苑、淡路文化史料館、曲田
山浄水場、淡路勤労センター、淡路島テレビジョン、
コスモス作業所、喜田韶子（パッチワーク）、淡路
聴力障害者協会、物部地区公民館（デイサービス）、
洲本寺町会、喜田剛史（英会話）、ＫＣＣ（パソコン）�
 �
�
 ライフ、ホテル四州園、ホテルエクシブ、由良保
育所、由良南保育所、おふくろ亭、三洋電機（株）
ソフトエナジーカンパニー、エトワール生石、やま
なみ苑、洲本市立図書館、由良小学校、ジャスコ、
トキ美容院、円平陶苑、中島幸子（絵画）、淡路文
化史料館、由良総合福祉センター、由良成ヶ島（美
化活動）、モンキーセンター�
�
�
 太田酪農、川辺青果、柿原鶏卵店、中川原保育所、
淡路ブイエムメンテナンス、前川和昭（絵画）、洲
本市総合福祉会館�
�
 �
 橋本農園、キンキスーパー、アワジリカー、安乎
郵便局、くろひげ理容店、安乎保育所、淡路島国際
ホテルアレックス、ホテルウェント、安乎公民館�
�
�
（実施時期 ５月２８日～６月１日）�
 ＵＣＣ上島珈琲、あわじ島農協給油所、三洋電機
（株）ソフトエナジーカンパニー、マクドナルド、
金太郎、ミスタードーナツ、かつ富士、どさん子、
ＢＯＯＫ ＯＮＥ、広田小学校、広田保育所、福原
自動車、緑郵便局、緑風館、ローソン、オートバッ
クス�

・ 青雲中学校（生徒数２１０人）�

・ 由良中学校（４９人）�

・ 中川原中学校（１９人）�

・ 安乎中学校（２５人）�

・ 広田中学校�

◆ 実施時期   ６月１１日（月）～６月１５日（金）�
◆ 活動場所�

・ 洲浜中学校（生徒数９３人）�

7

新たな教育の創造を�

　・我が子を再発見しましょう�
　・地域で子どもを育てましょう�
　・子どもたちに生きる力を育みましょう�

49

　中学２年生が１週間、学校を離れて、地域の職場や事業
所などで社会体験活動をする「トライやる・ウィーク」が、
今年も実施されます。「青春への助走、体験活動をとおし
て、輝く自分と出会い、自分さがしの旅を始めましょう」
をキャッチフレーズに、ふだん学校ではできない事や将来
やってみたい事などに自ら進んでチャレンジします。活動
中の子供たちを見かけたら温かい言葉をかけてあげてくだ
さい。�
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　洲本商工会議所の別館が４月８日、開館、記念式典が行われました。市街地の活性化を目指して同会

議所が購入した旧みどり銀行洲本支店を改装したもので、建物は鉄筋２階建て、延べ面積４４６平方㍍。

塩屋筋商店街にあった「街角さろん」が移転したほか、県の淡路地域中小企業支援センター、同会議所

市街地活性化ＴＭＯセンター事務局が入居しています。�

　第２０回三熊山市民健康へのつどいが４月８日、三熊山一帯で行われ、約２，５００人の

家族連れらで賑いました。会場は車両を通行止めにして歩行者天国となり、ビンゴゲームや

チャリティーバザーのほか、豚汁の炊き出し訓練などが行われました。�

三 熊 山 で 市 民 健 康 へ の つ ど い �

市 街 地 の 活 性 化 の 拠 点 に �
洲 本 商 工 会 議 所 別 館 オ ー プ ン �

写真�ニュース�

４月２８日　ミニ屋台村が催され、ダンスなどが披露されました。�
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　４月１８日、城戸「アグリ公園」で「第３８回親善ゲートボ

ール大会」（洲本市老人クラブ連合会主催）が開催されました。

３６チームが日ごろの練習の成果を競いました。�

　淡路文化史料館で企画展「なつかしの生活グッズ大集合」が４
月２８日から６月１７日まで開催されています。懐かしい民具が
多数展示されています。また一目見ただけではわからないものは、
なぞなぞ形式になっていますので、皆さん考えてみてください。�

文化史料館でなつかしの民具にあえる�親善ゲートボール大会が開催�

　４月６日から１５日は春の交通安全週間でした。洲本警察署

や洲本交通安全協会などの皆さんによりジャスコ前で啓発パン

フレットの配付などのキャンペーンが行われました。�

　洲本市消防団（米山昇団長）の新入団員入団式が４月１５、日

淡路広域消防ビルで行われました。新入団員３７人は、辞令を受

けた後、消防技術の講議や、ポンプの扱い方を学びました。�

消防団に新たに３７人入団�カチッと締めてね、シートベルト�

　洲本高校漕艇部に同ＯＢ会（番所利行会長）から４月８日、
ナックルフォア１艇とシングルスカル２艇が贈られました。新
艇を贈られた部員たちは、さっそくこれらに乗り込み、大浜海
岸で初こぎを披露しました。�

　鮎屋の大城池の奥にテレビが放置されていると近くの住民の
方から通報がありました。家電リサイクル法の施行に伴い、エ
アコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機が不用となったときは、家電
小売店に引き渡さなければなりません。�

しない、させない不法投棄�先輩から新艇がプレゼント�



１０�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
野
山
へ
行
っ
て
、二
〜
八
日
後
、

寒
気
が
し
て
急
に
発
熱
し
、全

身
が
だ
る
く
、頭
痛
、関
節
痛
、

筋
肉
痛
、皮
膚
に
赤
い
発
疹
な

ど
が
み
ら
れ
た
ら
、日
本
紅
斑

熱
が
疑
わ
れ
ま
す
。�

　
発
疹
は
、米
粒
大
の
紅
斑
で
、

手
や
足
、手
の
ひ
ら
、顔
に
多

数
現
れ
、全
身
に
広
が
り
ま

す
が
、体
に
は
少
な
い
よ
う
で
す
。�

　
そ
の
上
、ダ
ニ
の
刺
し
口
が

皮
膚
に
見
つ
か
れ
ば
、ほ
ぼ
間

違
い
な
く
日
本
紅
斑
熱
で
し

ょ
う
。�

　
病
気
の
原
因
は
、リ
ケ
ッ
チ
ア・

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
と
い
う
微
生
物
で
す
。

野
山
の
草
な
ど
に
ひ
そ
ん
で
い

る
マ
ダ
ニ
と
い
う
大
き
さ
一
〜

五
㍉
の
ダ
ニ
が
こ
の
リ
ケ
ッ
チ

ア
を
保
有
し
て
い
る
と
、こ
の

ダ
ニ
に
皮
膚
を
刺
さ
れ
た
時

に
感
染
し
ま
す
。�

　
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
と
い
う

抗
生
物
質
が
よ
く
効
き
ま
す
。

治
療
が
遅
れ
る
と
、全
身
の
臓

器
が
お
か
さ
れ
、脳
炎
な
ど

も
起
こ
し
、重
症
に
な
り
ま
す
。�

　
有
名
な
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
よ

く
似
て
い
ま
す
が
別
の
も
の
で

す
。一
九
八
四
年
に
徳
島
で
発

見
さ
れ
ま
し
た
。南
九
州
、四
国
、

和
歌
山
、千
葉
を
中
心
に
、主

に
太
平
洋
沿
い
の
暖
か
い
地

方
に
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
淡
路
島
で
も
、毎
年
何
人

か
の
発
病
が
あ
り
ま
す
。�

　
ダ
ニ
が
い
て
も
、こ
の
病
原

と
な
る
リ
ケ
ッ
チ
ア
を
保
有
し

て
い
る
も
の
は
少
な
く
、そ
れ

程
恐
れ
な
く
て
も
よ
ろ
し
い

で
す
。�

　
し
か
し
、ワ
ク
チ
ン
な
ど
の

予
防
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
野

山
へ
行
く
時
は
、長
ズ
ボ
ン
、

長
袖
の
服
装
が
よ
く
、肌
を

出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。�

日
本
紅
斑
熱�

こ
う
　
は
ん
　
ね
つ�

石浜内科医院�

石浜義民 医師�

献

血

日

程

�

五
月
は�

宅
地
防
災
月
間
で
す�

梅
雨
に
備
え
て�

「
宅
地
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
」
を�

あ
な
た
の
善
意
が�

赤
十
字
を
支
え
ま
す�

個
別
予
防
接
種
が�

三
原
郡
で
も
受
け
ら
れ
ま
す�

　
普
段
は
大
丈
夫
に
思
え
て
も
、

梅
雨
や
台
風
の
大
雨
が
思
い
も

か
け
な
い
災
害
を
も
た
ら
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
�

　
今
後
の
降
雨
に
よ
っ
て
は
、

宅
地
災
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
あ
な
た

の
宅
地
を
点
検
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
�

▼
ご
相
談
は
、
淡
路
県
民
局
県

土
整
備
部
建
築
課
（
1
２
２
・

３
５
４
１
）
か
市
役
所
都
市
整

備
部
都
市
計
画
課
（
1
２
２
・

３
３
２
１
内
線
３
６
３
）
へ
。
�

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害

救
護
を
は
じ
め
、
国
際
活
動
・

血
液
事
業
・
医
療
事
業
な
ど
、

世
界
の
平
和
と
福
祉
の
た
め
に

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
す
べ
て
皆

さ
ん
の
善
意
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
�

　
皆
さ
ん
の
家
庭
に
婦
人
会
や

町
内
会
な
ど
の
役
員
が
訪
問
さ

れ
ま
し
た
ら
、
趣
旨
に
賛
同
の

う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
５
・
２
２
６
）
へ
。
�

 
四
月
か
ら
麻
し
ん
・
風
し
ん

・
三
種
混
合
・
日
本
脳
炎
な
ど

の
個
別
接
種
と
二
種
混
合
・
ツ

反
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
集
団
接
種
を

欠
席
な
ど
で
接
種
で
き
な
か
っ

た
人
の
二
次
個
別
接
種
を
、
三

原
郡
内
の
指
定
医
療
機
関
で
も

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
集
団
接
種
で
接

種
で
き
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て

は
予
診
票
の
種
類
が
違
い
ま
す

の
で
必
ず
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
�

▼
指
定
医
療
機
関
な
ど
詳
し
く

は
、
市
役
所
健
康
福
祉
部
健
康

課
保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
２
２
・

３
３
３
７
）
へ
。
�

◆
六
月
四
日
(月)
�

▽
午
前
十
時
〜
十
一
時
十
五
分
�

　
渡
辺
パ
イ
プ
(株)
洲
本
営
業
所
�

▽
午
後
〇
時
四
十
五
分
〜
三
時
半
�

　
カ
ネ
ボ
ウ
電
子
(株)
�

◆
六
月
十
二
日
(火)
�

▽
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
�

　
ク
ラ
ヤ
三
星
堂
淡
路
支
店
�

◆
六
月
二
十
日
(水)
�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半
�

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
六
月
二
十
六
日
(火)
�

▽
午
前
十
時
〜
正
午
�

　
淡
路
信
用
金
庫
本
店
�

▽
午
後
一
時
半
〜
三
時
半
�

　
県
立
淡
路
病
院
�

は
っ
し
ん
�



１１�

◆
と
　
き 

　
六
月
十
三
日
（水）�

�
午
前
十
時
〜 �

◆
と
こ
ろ 

　
健
康
福
祉
館�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
健
康
福

祉
部
福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
内�

1
２
２
・
３
３
３
２
内
線
５
０

９
）
へ
。�

　
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
、
二

級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神

障
害
者
福
祉
手
帳
一
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
に
、
月
四
枚

の
洲
本
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

券
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
利
用

券
で
、
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
運
賃

が
助
成
さ
れ
ま
す
。�

�
  

た
だ
し
、
施
設
へ
の
入
所者
、

障
害
者
自
身
が
所
得
税
を
課
税

さ
て
い
る
人
、
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
交

付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
健
康
福

祉
部
福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
内

1
２
２
・
３
３
３
２
内
線
５
０

９
）
へ
。�

　
行
政
相
談
員
は
、
役
所
や
特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
、

公
平
・
中
立
な
第
三
者
の
立
場

か
ら
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る

と
と
も
に
国
民
の
声
を
行
政
運

営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。�

 

　
洲
本
市
で
は
、
毎
月
第
二
水

曜
日
に
定
例
行
政
相
談
を
福
祉

会
館
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
、
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。

お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
相
談
委
員
の
自
宅
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▽
岸
本
惠
哉
さ
ん
、
上
加
茂
一
一

一  

1
２
２
・
５
２
３
８�

▽
三
尾
治
子
さ
ん
、
海
岸
通
二
―

一
―
一
六  

1
２
２
・
０
０
０
３�

���  

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
水

道
週
間
で
す
。�

　
市
水
道
事
業
所
で
は
期
間
中
、

市
内
の
小
、
中
学
校
か
ら
応
募

い
た
だ
い
た
ポ
ス
タ
ー
や
習
字

の
中
か
ら
優
秀
な
作
品
を
市
民

会
館
に
展
示
す
る
ほ
か
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
一
部
の
浄
水
場
や

水
源
池
を
開
放
し
、
水
道
施
設

見
学
を
行
い
ま
す
。�

　
見
学
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

希
望
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

▼ 

詳
し
く
は
、
市
水
道
事
業
所
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
２
８
１
）
へ
。�

立 花 沙 弥 ちゃん�

�

お外でよく遊ぶ元気な子です。�
 母：千尋さん（小路谷）�

（平成11年8月30日生まれ）�

�

わが家の　 ホ ー プ�

水
道
は
豊
か
な�

社
会
の
い
の
ち
づ
な�

知
的
障
害
者
巡
回
相
談�

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券�

を
交
付
し
ま
す�

�

新
し
い
行
政
相
談
委
員�

が
決
ま
り
ま
し
た�

さ　　　や�

　民生委員・児童委員は、地域住民から社会福祉に関わ
る相談に応じ、さまざまな支援を行い、あたたかな地域
社会づくりをめざし
ています。�
　また委員には守秘
義務があり、相談内
容や秘密が他に漏れ
ることはありません
ので、安心してご相
談ください。�
�

�
住民�

民生委員�
児童委員�

住民�

相談相談�

支援支援�

相談�

支援�
民生委員�
児童委員�

地域�
福祉活動�

洲本市民生・児童委員協議会�

　洲本市情報公開条例第１８条の規定により、平成１２
年度における運用状況を次のとおり公表します。�

●情報公開の運用状況をお知らせします●�

単位：件�

市 長 �
農業委員会�
合 計 �

6�
1�
7�

6�
0�
6�

0�
1�
1�

0�
0�
0�

0�
0�
0�

0�
0�
0�

請求件数�公 開 �部分公開�非 公 開 �そ の 他 �申立て件数�
異議申立て�区分�

実施機関名�

情　報　の　公　開�

◇今月の納期◇�
火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：30～7：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�

●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�◆軽自動車税                     　　　　   全　期�
◆国民健康保険税                    　　　第１期�
◆自動車税（県税）                　　　全　期�
◆介護保険料（普通徴収）            　第１期�
　　納期                   ５月３１日（木）�
納税は、便利な口座振替えをご利用ください。�

洲本市・兵庫県�



１２�

情報広場�Information  Plaza

�
市
で
は
永
年
に
わ
た
り
社
会

に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
た
め
、

こ
れ
ま
で
市
民
養
老
金
を
毎
年

七
十
歳
以
上
の
対
象
者
全
員
に

お
渡
し
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
、
喜

寿
、
米
寿
、
白
寿
を
迎
え
ら
れ

た
人
を
対
象
と
し
た
長
寿
祝
金

制
度
に
変
わ
り
ま
す
。
�

 
ま
た
、
県
の
長
寿
祝
金
制
度

も
対
象
者
が
一
部
変
更
さ
れ
ま

す
。
該
当
す
る
人
に
は
改
め
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
市
役
所
健
康
福
祉

部
介
護
福
祉
課
高
年
福
祉
係
　

（
1
２
２
・
９
３
３
３
内
線
５

０
３
）
へ
。
�

��
 
　
�

�
　
　
�

�
満
七
十
七
歳
 
 
一
万
円
�

�
満
八
十
八
歳
 
 
三
万
円
�

�
満
九
十
九
歳
 
 
十
万
円
�

�
　
　
県
長
寿
祝
金
�

�
　
　
�

�
�

�
 
�

�
満
八
十
八
歳
以
上
　

一
万
円
�

�
（
年
齢
は
平
成
十
三
年
九
月

　
十
五
日
　
現
在
）
�

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
「
現
況
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
基
準
日
は

六
月
一
日
現
在
）
。
�

　
現
況
届
の
用
紙
は
、
六
月
中

旬
に
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
送
付

し
ま
す
（
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
支
給
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）
。
�

◆
受
付
日
・
受
付
場
所
�

�������▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
�

�
所
得
制
限
限
度
額
が
引
下
げ
ら

れ
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象
児
童

が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
本
年
六
月
か
ら
受
給
す
る
た
め

に
は
、
五
月
中
に
認
定
請
求
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
�

�

児
童
手
当
の�

所
得
制
限
限
度
額
が�

引
下
げ
ら
れ
ま
し
た�

要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

養
成
講
座
受
講
生
募
集�

�

　
平
成
十
三
年
度
六
月
期
の
児

童
手
当
（
特
例
給
付
）
を
次
の

期
日
に
指
定
の
金
融
機
関
に
口

座
振
り
込
み
し
ま
す
。
�

◆
振
込
日
　
六
月
十
五
日（
金
）

（
平
成
十
三
年
二
月
〜
五
月
分
）�

▼
児
童
手
当
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
市
健
康
福
祉
部
福
祉

課
（
健
康
福
祉
館
内
1
２
２
・

３
３
３
２
内
線
５
１
０
）
へ
。
�

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
�

▽
と
　
き
　
六
月
三
日
（日）�
、
�

�
午
前
九
時
〜
�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
陸
上
競
技
場
�

◆
ぺ
タ
ン
ク
大
会
�

▽
と
　
き
　
六
月
三
日
（日）
、
�
 
 

　
午
後
二
時
〜
�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
陸
上
競
技
場
�

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
�

▽
と
　
き
　
六
月
三
日
（日）
、
�
 
 

　
午
前
九
時
〜
�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
体
育
館
�

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
�

�
 
（
男
子
の
み
）
�

▽
と
　
き
　
六
月
三
日
（日）
、
�

�
午
前
九
時
〜
�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
球
場
�

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
�

▽
と
　
き
　
五
月
二
十
七
日
（日）
、
�

�
午
前
九
時
〜
�

▽
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
体
育
館
�

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
1
２
２
・
３
３

２
１
）
へ
。
�

◆
募
集
施
設
数
　
①
一
隻
分
　
 
 
 
�

�
②
四
隻
分
�

◆
係
留
で
き
る
船
舶
（
次
の
す

　
べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る
こ

　
と
が
必
要
）
�

▽
①
長
さ
十
二
　
以
下
、
幅
 
 
�

�
二
・
二
　
を
超
え
二
・
五
　
�

�
以
下
及
び
吃
水
が
マ
イ
ナ
ス
�

�
二
　
以
下
の
船
舶
�

 
②
長
さ
十
二
　
以
下
、
幅
 
 
 
 
 
 
�

�
二
・
二
　
以
下
及
び
吃
水
が
 
 
�

�
マ
イ
ナ
ス
二
　
以
下
の
船
舶
�

▽
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
プ
レ
ジ
ャ
�

�
ー
ボ
ー
ト
（
ヨ
ッ
ト
は
除
き
�

�
ま
す
）
�

▽
船
舶
検
査
証
書
の
有
効
期
限
�

�
が
満
了
し
て
い
な
い
船
舶
�

▽
漁
船
法
の
登
録
を
受
け
た
船
�

�
舶
で
な
い
こ
と
�

◆
使
用
料
　
一
か
月
あ
た
り
五
�

�
千
百
円
�

◆
募
集
期
間
　
六
月
一
日
（金）
〜
�

�
七
日
（木）
ま
で
の
午
前
九
時
〜
�

�
午
後
五
時
（
土
、
日
曜
日
は
�

�
除
き
ま
す
）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
�

�
市
役
所
都
市
整
備
部
管
理
課

（
1
２
２
・
３
３
２
１
内
線
３

４
０
）
へ
。
�

◆
と
　
き
　
五
月
十
九
日
〜
七
月
 
�

�
十
四
日
の
毎
週
土
曜
日
（
六

　
月
二
日
を
除
く
）
、
午
後
七

　
時
〜
午
後
九
時
�

◆
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館
�

◆
定
員
　
十
五
人
（
定
員
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
�

◆
受
講
料
　
五
百
円
�

初
級
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

講
座
受
講
生
募
集�

◆
と
　
き
　
六
月
十
六
日
〜
八
月
 
�

�
二
十
五
日
の
毎
週
土
曜
日
�

（
八
月
十
八
日
を
除
く
）
、
午
�

�
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半
�

◆
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館
�

◆
定
員
　
十
五
人
（
定
員
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
�

◆
受
講
料
　
五
百
円
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
1
２
６
・
０
０
２
２)
へ
。�

洲
本
港
　�

小
型
船
舶
係
留
施
設
の�

使
用
者
募
集�

 
淡
路
文
化
史
料
館
企
画
展

「
古
代
製
塩
の
島
 
淡
路
」
展

の
開
催
に
先
立
ち
、
私
た
ち
の

住
む
淡
路
島
で
行
わ
れ
て
い
た

古
代
の
塩
づ
く
り
を
実
際
に
体

験
し
、
当
時
の
塩
づ
く
り
の
大

変
さ
を
実
感
す
る
「
塩
づ
く
り

体
験
講
座
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
�

◆
対
　
象
 
 
小
学
校
四
年
生

　
〜
六
年
生
�

◆
内
　
容
 
�

▽
一
日
目
（
六
月
九
日
（土）�
、午

　
前
九
時
〜
十
二
時
半
）
土
器

　
作
り
・
史
料
館
�

▽
二
日
目
（
七
月
八
日
（日）�
、午

　
前
九
時
〜
十
二
時
）
土
器
焼

　
き
・
炬
口
海
岸
（
雨
天
の
場

　
合
は
順
延
）
�

▽
三
日
目
（
七
月
二
十
日
（金）
・

　
祝
、
午
前
九
時
〜
十
二
時
）

　
塩
づ
く
り
・
炬
口
海
岸
 
�

（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
多
少
　

　
変
更
が
あ
り
ま
す
）
�

◆
定
　
員
 
 
三
十
人
（
定
員

　
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）
�

◆
受
講
料
 
 
無
料
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

淡
路
文
化
史
料
館
「
塩
づ
く
り

体
験
講
座
」
係
（
1
２
４
・
３

３
３
１
）
へ
。
�

記
念
講
座�

塩
づ
く
り
体
験
講
座�

参
加
者
募
集�

�

受
付
日
　
　
場
所
�

由
良
�

上
灘
�

市
内
�

全
域
�

由
良
�

支
所
�

健

康

�

福
祉
館
�

六
月
�

二
十
一
日（
木
）�

六
月
�

二
十
二
日（
金
）�

児
童
手
当
の
受
給
者
は�

現
況
届
の
提
出
を�

区
域
�

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）�

を
振
り
込
み
ま
す�

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会�

�

（
兼
全
淡
ス
ポ
ー
ツ
大
会
予
選
）�
�

参

加

者

募

集

�
�

　
（
参
加
費
無
料
）�

長
寿
祝
金
制
度
が�

変
わ
り
ま
す�

対
象
�

金
額
�

対
象
�

金
額
�

二
千
円
�

満
八
十
六
歳
〜
�

八
十
七
歳
ま
で
�

市
長
寿
祝
金
�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�



１３�１３�

す
も
と
生
活
科
学
教
室�

受
講
生
募
集�

　
消
費
者
問
題
に
関
心
、
興
味

の
あ
る
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

「
す
も
と
生
活
科
学
教
室
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。�

◆
定  

員
　
百
人
（
定
員
に
な  �

�
  

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）�

◆
受
付
期
間
　
五
月
十
六
日
（水）  �

　�

〜
二
十
三
日（水）
ま
で�

◆
受 

講 

料
　
千
円
（
窓
口
で�

�

　
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
市
民
生
活
部
市
民
課
市

民
相
談
係
（
1
２
２
・
３
３
２

１
内
線
３
４
５
・
３
４
６
）
へ
。�

「
淡
路
創
造
大
学
」�

   

受
講
生
募
集�

◆
定
　
員
　
七
十
五
人�

◆
締
　
切
　
六
月
十
一
日
(月)�

　
ま
で�

◆
受
講
料
　
五
万
円
（
講
議
の  �

�
  

聴
講
料
は
一
講
議
三
千
円
）�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

（財）
淡
路
２１
世
紀
協
会
（
1
２

４
・
２
０
０
１)

へ
。�

「
市
民
貸
し
農
園
」で�

 

自
家
野
菜
を�

 

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か�

�
 

Ｊ
Ａ
日
の
出
洲
本
支
店
で
は
、

農
園
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
野
菜
を
食
卓
に
配
膳
で

き
て
、
健
康
を
約
束
し
て
く
れ

ま
す
。�

◆
場
　
所
　
大
野
信
号
よ
り
東

　
へ
五
十
　�

◆
面
　
積
　
一
区
画
・
十
五
平

　
方�

◆
貸
出
期
間 

　
二
年
間�

▼
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
日
の
出
洲

本
支
店
（1
２
２
・
１
１
２
０
）

へ
。�

ハ
ワ
イ
島
ホ
ー
ム
ス
テ
イ�

参
加
者
募
集�

◆
と
　
き
　
八
月
二
十
三
日
(木)

　
〜
一
週
間
程
度
（
こ
の
う
ち

　
三
日
間
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）�

◆
と
こ
ろ
　
ア
メ
リ
カ
ハ
ワ
イ

　
州
ハ
ワ
イ
島
・
オ
ア
フ
島�

◆
対
　
象  

市
内
在
住
の
高
校
生

　
十
人
程
度�

◆
募
集
期
間
　
五
月
二
十
一
日

　
(月)
〜
五
月
三
十
一
日
(木)
ま
で�

▼
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は
、

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市

役
所
企
画
部
企
画
課
内
1
２

２
・
３
３
２
１
内
線
２
２
８
）

へ
。�

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー�

養
成
講
座�

受
講
生
募
集�

　
市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

食
生
活
改
善
を
各
地
域
に
浸
透

さ
せ
る
い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー

（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
の
養

成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
講
座
は
来
年
三
月
ま

で
毎
月
一
〜
二
回
の
実
施
で
、

合
計
十
二
回
開
催
し
ま
す
。�

◆
対
　
象
　
食
生
活
改
善
や
健

　
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
市

　
内
在
住
の
人�

◆
定
　 

員
　
二
十
五
人�

◆
締
　
切
　
五
月
二
十
五 

日                                 

　
(金)
ま
で�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
健
康
福
祉

事
務
所
健
康
増
進
課
（
1
２

６
・
２
０
２
６
）
へ
。�

９１�

マダラガガンボの雌�

花
し
ゅ
う
ま
い�

�

◆材料（２人分）�

キャベツ    　　６０�

にんじん    　　２０�

片栗粉　　　小さじ２�

 豚ミンチ　　１００�

むきえび　　　４０�

ゆでたけのこ　４０�

玉ねぎ　　　   １/４個�

しょうゆ    大さじ１/２�

砂糖　　　ひとつまみ �

ごま油　　　小さじ１�

プチトマト　　　４個�

�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

◆ 

作
り
方�

�

① 

キ
ャ
ベ
ツ
は
粗
み
じ
ん
、に

　
ん
じ
ん
は
み
じ
ん
切
り
に
し

　
て
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
て
お

　
く
。�

�

② 

ボ
ー
ル
に
ミ
ン
チ
と
細
か
　

　
く
切
っ
た
む
き
え
び
、
た
け

　
の
こ
、
た
ま
ね
ぎ
、
調
味
料

　
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
六
個
に
丸

　
め
る
。�

�

③ 

手
の
ひ
ら
に
①
を
広
げ
②
を

　
の
せ
し
っ
か
り
と
つ
け
る
。

　
蒸
し
器
で
約
十
分
蒸
す
。

（
ラ
ッ
プ
を
し
て
レ
ン
ジ
に
か

　
け
て
も
よ
い
）�

皮
を
野
菜
で
代
用
し
て
い
る
た
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
す
。�

栄養士�
　 久保田とし子�
�

　
ガ
ガ
ン
ボ
の
な
か
ま
は
種
類

が
多
く
、
大
き
さ
も
様
々
で
す
。

形
は
カ
に
似
て
い
ま
す
が
、
人

間
や
ほ
か
の
動
物
の
血
を
吸
う

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
マ
ダ
ラ
ガ
ガ
ン
ボ
は
、
羽
の

大
き
さ
に
比
べ
て
腹
部
が
長
く
、

体
長
は
三
　
以
上
あ
り
ま
す
。

か
ら
だ
は
暗
褐
色
で
、
透
明
な

羽
に
は
褐
色
の
斑
紋
が
あ
り
ま

す
。
成
虫
は
、
平
地
で
は
五
月

ご
ろ
に
現
れ
ま
す
。�

　
ガ
ガ
ン
ボ
類
は
、
カ
や
ハ
エ

と
同
じ
よ
う
に
後
羽
が
退
化
し
、

棒
の
先
に
玉
が
つ
い
た
よ
う
な

形
に
な
っ
て
、
『
平
均
こ
ん
』

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

空
気
の
流
れ
を
感
じ
と
る
セ
ン

サ
ー
で
、
そ
の
信
号
を
受
け
て

前
羽
を
動
か
す
の
で
す
。�

　
マ
ダ
ラ
ガ
ガ
ン
ボ
は
日
本
全

土
に
分
布
す
る
普
通
種
で
、
淡

路
島
で
も
各
地
で
見
ら
れ
ま
す

が
、
数
は
少
な
い
よ
う
で
す
。�

グラ�
ム�

キロ�
カロリー�

　　　１人分�
エネルギー　１３８�
塩分　　　　０．９�

２２９�

マ
ダ
ラ
ガ
ガ
ン
ボ�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

　５月２８日から６月８日まで、市内一斉に春の大掃除を行います。詳
しい日程は、チラシをご覧ください。�

　５月３０日から７月３１日まで「クリーンアップひょうごキャンペーン」を
行います。快適で住みよい地域づくりのため、ご協力をお願いします。�
　大掃除などについての問い合わせは、市役所環境整備課�
（ 1 ２２・３３２１）へ。�

▼
�

春の大掃除を行います�

5月30日は「ごみゼロの日」です�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

セ
ン�チ�



こ
れ
か
ら
の
時
期
に
も
う
一
度
確
認

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
も
う
一
度
確
認�

　    

食
中
毒
防
止
三
原
則

食
中
毒
防
止
三
原
則�

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
も
う
一
度
確
認�

　    

食
中
毒
防
止
三
原
則�

１４�

　
喫
煙
は
人
体
に
さ
ま
ざ
ま
な

疾
患
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
例

え
ば
肺
が
ん
で
は
、
喫
煙
者
の

死
亡
率
は
非
喫
煙
者
の
四
倍
以

上
で
す
。
し
か
し
、
禁
煙
五
年

後
に
は
一
・
六
一
倍
に
ま
で
下

が
り
ま
す
。�

  

休
日
等
応
急
診
療
所
で
は
、毎

週
火
曜
日
の
午
前
中
に
「
禁
煙

外
来
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。�

　
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
初
診

で
問
診
票
の
記
入
や
一
酸
化
炭

素
値
の
測
定
な
ど
を
お
こ
な
い
、

喫
煙
歴
や
喫
煙
状
況
を
お
聞
き

し
た
後
、
禁
煙
開
始
日
を
決
め

ま
す
。
最
初
の
一
、
二
か
月
は

ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ

ッ
チ
（
貼
り
薬
）
を
使
い
な
が

ら
、
禁
煙
を
お
こ
な
い
ま
す
。

二
週
間
に
一
度
、
四
〜
六
回
通

院
し
、
そ
の
後
は
電
話
や
メ
ー

ル
で
約
一
年
禁
煙
の
状
況
の
チ

ェ
ッ
ク
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
こ

な
っ
て
い
き
ま
す
。�

◆
と
　
き
　
毎
週
火
曜
日
、
午

　
前
九
時
〜
正
午�

◆
と
こ
ろ
　
市
休
日
等
応
急
診�

　�

療
所�

◆
費
　
用
　
無
料
　
た
だ
し
、

　
禁
煙
の
た
め
の
ガ
ム
や
貼
り

　
薬
が
必
要
な
場
合
は
、
実
費

　
を
徴
集
し
ま
す
（
健
康
保
険

　
は
使
え
ま
せ
ん
。
）�

▼
申
し
込
み
は
す
べ
て
予
約
制

で
す
。
予
約
な
ど
詳
し
く
は
市

役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
２

２
・
３
３
３
７
）
か
Ｅ
メ
ー
ル  

su
m
o
to
2
6
@
a
w
a
ji-is.

o
r.jp

）
へ
。
ま
た
、
現
在
開

業
医
な
ど
で
治
療
を
受
け
て
い

る
人
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。�

　
平
成
十
二
年
は
前
年
と
比
較

す
る
と
、
食
中
毒
発
生
件
数
が

減
少
し
た
の
に
対
し
、
患
者
数

は
増
加
し
て
お
り
、
大
規
模
化

の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
六
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
は
、
食
中
毒

の
発
生
が
も
っ
と
も
多
く
な
る

時
期
で
す
。�

菌
を
つ
け
な
い�

　
手
指
や
調
理
器
具
は
常
に
清

潔
に
し
、
食
品
を
保
存
す
る
時

に
は
容
器
に
入
れ
、
菌
を
広
げ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

菌
を
増
や
さ
な
い�

▽
調
理
さ
れ
た
食
品
は
で
き
る�

だ
け
早
く
食
べ
、
長
時
間
放 

置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ 

う
。�

▽
食
品
を
冷
蔵
し
て
保
存
す
る  �

場
合
は
、
一
般
的
に
は
十
度
以

下
で
す
が
、
魚
介
類
は
四
度
以

下
が
理
想
的
で
す
。�

▽
食
品
を
保
温
す
る
場
合
は
、�

六
十
五
度
以
上
で
温
蔵
し
ま
し

ょ
う
。�

菌
を
や
っ
つ
け
る�

　
ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
菌
は
、

熱
に
弱
い
の
で
、
食
品
を
十
分

に
過
熱
す
る
こ
と
が
食
中
毒
予

防
に
有
効
で
す
。
ま
た
、
食
器

や
調
理
器
具
、
シ
ン
ク
や
冷
蔵

庫
の
中
は
熱
湯
や
塩
素
系
の
漂

白
剤
な
ど
で
消
毒
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。�

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
が
一
部
改
正

さ
れ
産
業
廃
棄
物
、
家
庭
ご
み

な
ど
の
一
般
廃
棄
物
の
野
焼
き

を
行
っ
た
場
合
、
本
年
四
月
一

日
か
ら
、
三
年
以
下
の
懲
役
か

三
百
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た

は
こ
の
両
方
が
課
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
た
だ
し
、
宗
教
上
の
行
事
、

た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
、
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
な

ど
の
焼
却
、
林
業
者
が
行
う
伐

採
し
た
枝
な
ど
の
焼
却
、
漁
業

者
が
行
う
漂
着
物
焼
却
（
廃
ビ

ニ
ー
ル
を
含
ま
な
い
）
な
ど
は

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
焼
却
灰
の
引
き
取

り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
平
成
十
四
年
十
二
月
一

日
か
ら
一
般
廃
棄
物
を
焼
却
す

る
際
の
焼
却
炉
の
構
造
基
準
な

ど
が
次
の
よ
う
に
厳
し
く
な
り

ま
す
。�

▽
空
気
取
入
口
や
煙
突
の
先
端

以
外
に
焼
却
設
備
内
と
外
気
と

が
接
し
な
い�

▽
燃
焼
室
で
発
生
す
る
ガ
ス
の

温
度
が
摂
氏
八
百
度
以
上
で
焼

却
で
き
る
こ
と�

▽
外
気
と
遮
断
さ
れ
た
状
態
で
、�

定
量
ず
つ
廃
棄
物
を
燃
焼
室
に

投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と�

▽
燃
焼
室
内
の
燃
焼
ガ
ス
の
温�

度
を
測
定
す
る
た
め
の
装
置
が

あ
る
こ
と�

▽
燃
焼
ガ
ス
の
温
度
を
保
つ
た�

め
に
必
要
な
助
燃
装
置
が
あ
る

こ
と�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
市
民
相
談
係
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
４
６
）へ
。�

焼
却
炉
の
基
準
も�

き
び
し
く
し
く
な
り
ま
す�

　チャイルドシートの着用が昨年の４月１
日から義務化されています。警察庁などの
調べによると、自動車乗車中の交通事故で
チャイルドシートを着用していた子どもの
致死率は、着用していなかった場合の９分
の１というデータがでています。�

チャイルドシートを使用するには�

１子どもの成長にあったものを選びましょう�

２チャイルドシートは、なるべく後部座席で

　使用しましょう�

３嫌がらないよう乳児期から習慣づけましょう�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

リサイクルセンター「みつあい館」では、新聞、
雑誌、段ボールなどを月曜・祝日をのぞく毎日
（午前９時～午後５時）受け入れています。紐で
しばってお持ちください。�
�　詳しくは、リサイクルセンターみつあい館�
（1２６・１１５３）へ。�

▼
�

ゴミの分別・再利用・リサイクルに�
ご協力をお願いします�

（�



�
�
　図書館ではボランティア活動をし
てくれる人を募集しています。�
　内容は、�
　　　＊おはなし会�
　　　＊おりがみ教室�
　　　＊資料整理　　など�
　また、玄関やトイレに生ける「お
花」の提供も受け入れしていますの
で、ご協力お願いいたします。�
�

�
「おはなし会」�

第２第４土曜日 午後２時から�
�「いっしょにおはなし会」�

５月１９日（土）午後２時から�
3歳くらいまでのお子さんとその保�
護者を対象にしたおはなし会です。�
※おはなし会は、どちらもおはなし
のへやでおこなっております。�
� 「おりがみ教室」�

第４土曜日 午後３時から�
　　　場所：２階　視聴覚室�
「おりがみ教室」参加申込は前日ま
で、また４歳未満の人については保
護者同伴でお願いします。定員40人
です。（休館日は月曜・祝日・毎月
末です。）�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

１５� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

フリー�
ダイヤル�

な　や　み ぜろ�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（124・4830　青雲中学校前）へ。�▼

�

�

今
月
の
広
報
で
も
掲
載
し
ま

し
た
が
、
洲
本
〜
関
空
航
路

が
四
月
二
十
六
日
か
ら
新
し

い
船
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
空
ま
で
一
時
間
た
ら
ず
で
、

行
く
こ
と
の
で
き
る
都
市
は

一
体
い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
明
石
海
峡
大
橋
が
で
き
、

本
州
と
陸
続
き
と
な
り
、
か

つ
て
な
い
ほ
ど
私
た
ち
の
交

通
は
便
利
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
◆
そ
の
な
か
で
、
新
し

い
航
路
は
、
陸
に
ば
か
り
向

い
て
い
た
私
た
ち
の
目
を
久

し
ぶ
り
に
海
に
戻
し
ま
し
た
。

海
は
私
た
ち
を
隔
て
る
も
の

で
は
な
く
、
結
ぶ
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
私
は
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
毎

日
の
こ
と
で
精
一
杯
で
、
物

事
の
一
つ
の
側
面
し
か
見
え

な
く
な
っ
て
い
る
自
分
に
も

ま
た
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら

考
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
道
が
必

要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
◆
新
艇
は
身
障
者
対
応

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
よ
り

多
く
の
人
が
快
適
に
、
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
◆
あ
と
数

日
で
私
の
友
人
も
旅
立
ち
ま

す
。
別
れ
は
寂
し
い
も
の
で

す
が
、
こ
の
航
路
を
使
っ
て

再
会
で
き
る
こ
と
を
今
は
願

う
ば
か
り
で
す
。
　
（
Y
）�

（1２２・０７１２）�

児　　童　　室�

≪お　し　ら　せ≫�

ママメイト（対象：妊婦）�
　いのちって何だ　毎月第１～４月　
　　曜日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気  ５月２２（火）、�
　　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい  ６月１９日  　
　　（火）、受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き  ７月１０（火）、�
　　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん  ６月５日（火）、
　　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ  ６月６日（水）、�
　　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室　６月１３日（水）、午後�
　１時～３時�
７ヶ月児相談  ６月２０日（水）、�
　受付・午前９時４５分～１０時、�
　対象者（Ｈ１２、１１月生まれ）�
　には、案内、問診表などを送付し�
　ます。�
２歳児健康相談  ５月２４日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、�
　対象者（Ｈ１１、５月生まれ）に�
　は、案内、問診表などを送付しま�
　す。�
乳幼児相談  ６月１５日（金）、午前９�
　時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談  毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は�
　第２・４月曜日）�
�
�
成人健康相談　６月４日（月）、午後�
　１時３０分～３時�
�
�
成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�
　人病相談など・予約が必要）�
心の相談　毎月第２・３火曜日、予�
　約制・午後１時３０分～（精神病、�

　痴呆、アルコールその他心の相談�
　など。奇数月は第２火曜日のみ）�
栄養表示基準制度相談  毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時から正午�
　（予約が必要）�
胃がん検診　６月６日（水）、午前９時
　～正午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック　火、水、木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�
　～（料金１５，５８０円、申込・�
　洲本保健所へ）洲本市民で国民健�
　康保険に加入し３０歳以上の人に�
　８，０００円、社会保険などの加�
　入者で４０歳以上の人に５，０００
　円の助成があります。（ただし１�
　年度１回限り）�
�
�
�
�
�
　５月、６月の乳幼児健康診査を次�
のとおり行います。対象者には問診�
票などを送付しますので、母子手帳�
を持参し受診してください。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
法律相談　弁護士による相談。６月�
　６日（水）、６月２０日（水）、（受付・�
　市役所市民相談係で電話による予�
　約受付けをしています  1２２・３
　３２１内線３４５・３４６）総合�
　福祉会館で。�
行政相談　６月１３日（水）、午後１時
　１５分～（受付・午後１時３０分�
　まで）総合福祉会館で。�

社会保険相談　 毎月第３金曜日、午�
　前１０時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談 　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜、祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています（1２６・００２２）。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（1�
　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　０１２０・３６・７８３０�
　で。介護相談なども行っています。）�

５月１７日（木）�

５月２５日（金）�

６月７日（木）�

６月１４日（木）�

６月２１日（木）�

６月２９日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１２年７月生�

�

�

Ｈ１１年１０月生�

�

�

�

Ｈ１１年１１月生�

Ｈ１３年１月生�

�

�

�

Ｈ１３年２月生�

�

�

�

�

Ｈ１０年３月生�

�

洲本健康福祉事務所で�
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１６�

　本市では、洲本の新しい顔づく
りとして新都心地区（内港埋め立
て地や旧カネボウ跡地など）の整
備に取り組んできました。�
　旧カネボウ洲本工場のレンガ造
り建物を再利用した第一次産業の
振興拠点「御食国」や市民が待ち
望んでいた図書館、陸上交通の拠
点となる「洲本バスセンター」が
次々と完成する中、市民の皆さん
がやすらぎ、交流する所として市
民広場の整備（Ⅰ期工事・御食国
周辺、Ⅱ期工事・図書館前は既に
完了）を進めてきました。このほ
どⅢ期工事（仮称アルチザンスク
エア前）も完成し、新都心ゾーン
での市民広場は約7,200平方㍍とな
りました。�
　今回工事が完了した市民広場で
は、本市と姉妹提携をしている静
内町にちなみ「静内の庭」を設け、
エゾヤマザクラ（静内町の木）や
赤松の寄贈を受け、黒松とも併せ
て植樹しています。�

   

北
海
道
に
洲
本
か
ら
移
住
を
命

じ
ら
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
開
拓

さ
れ
た
ま
ち
が
あ
り
ま
す
。
現

在
の
静
内
郡
静
内
町
で
す
。
競

走
馬
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
有
名

な
こ
の
ま
ち
と
洲
本
市
は
、
昭

和
六
十
一
年
五
月
三
日
に
姉
妹

都
市
提
携
し
、
様
々
な
交
流
を

通
じ
て
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。�

   

今
か
ら
約
百
三
十
年
前
こ
の
地

を
離
れ
、
静
内
発
展
の
礎
を
築

か
れ
た
人
々
の
苦
労
を
偲
ん
で
、

こ
こ
に
静
内
の
庭
を
設
置
し
ま

し
た
。�

   

な
お
、
明
治
三
年
五
月
、
洲
本

城
下
で
お
こ
っ
た
庚
午
事
変
を

舞
台
に
し
た
小
説
「
お
登
勢
」

が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
四
月
六
日
か
ら
毎
週
金

曜
日
、
午
後
九
時
十
五
分
か
ら

放
送
さ
れ
て
い
ま
す
（
連
続
十

二
回
）
。� 静

内
の
庭
と
は�

静
内
の
庭
と
は�

   

庚
午
事
変
の
後
、
静
内
郡
へ
移

住
を
命
じ
ら
れ
た
稲
田
家
は
、

そ
の
昔
「
赤
松
」
姓
を
名
乗
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
松
を
家
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
し
て

い
ま
し
た
。�

   

ま
た
、
明
治
六
年
、
稲
田
家
の

令
嬢
陽
子
（
は
る
こ
）
が
、
静

内
へ
移
住
す
る
際
、
立
ち
寄
っ

た
青
森
県
の
三
本
木
（
現
在
の

十
和
田
市
）
で
、
赤
松
の
種
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。
静
内
に
つ

い
て
か
ら
は
、
そ
の
赤
松
の
苗

を
育
て
、
移
住
者
に
分
け
与
え

た
こ
と
か
ら
静
内
の
あ
ち
こ
ち

に
赤
松
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
「
静
内
の
庭
」
に
は
、

静
内
町
か
ら
取
り
寄
せ
た
赤
松

を
植
樹
し
て
い
ま
す
。�

赤
松
を
植
樹�


